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【手続補正書】
【提出日】平成29年2月27日(2017.2.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　冠面にキャビティが形成されたピストンを備える内燃機関に適用され、
　弁座からの弁体の移動に伴って噴孔から前記キャビティに向けて燃料を噴射する燃料噴
射弁と、
　前記燃料噴射弁から前記燃料を噴射させるために前記弁体を移動させると共に同弁体の
移動量の最大値である到達リフト量を増減可能である制御部と、
を備える筒内噴射式火花点火内燃機関の燃料噴射制御装置において、
　前記制御部は、
　前記内燃機関の圧縮行程の少なくとも第１の期間において燃料を複数回に分けて噴射す
る分割噴射を前記燃料噴射弁に行わせると共に同第１の期間における各噴射に対する到達
リフト量を前記内燃機関のクランク角度が圧縮上死点に近くなるほど大きい値に設定し、
　前記第１の期間より後の第３の期間において前記燃料噴射弁に燃料を１回以上噴射させ
ると共に同第３の期間における各噴射に対する到達リフト量を予め定められた所定の値に
維持する、
燃料噴射制御装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の燃料噴射制御装置において、
　前記制御部は、
　前記第１の期間より前の第２の期間において前記燃料噴射弁に燃料を１回以上噴射させ
ると共に同第２の期間における各噴射に対する到達リフト量を前記第１の期間における最
初の噴射に対する到達リフト量よりも小さい値に設定する、
燃料噴射制御装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の燃料噴射制御装置において、
　前記制御部は、
　前記第３の期間における各噴射に対する前記到達リフト量を前記内燃機関のクランク角
度が圧縮上死点に近くなるほど小さい値に設定する、
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燃料噴射制御装置。
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